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論文内 容の要 旨

〔目的〕

当教室においては種々の臓器に於ける白血病浸潤の組織分布の態度に就き組織統計学的方法を用い

て客観的に観察し浸潤の方向及び、転移性格について考察して来たが，今回私は従来単なる叙述的観察

のみに止められていた腎の白血病浸潤を組織構造の別に従って計測しその浸潤度の推移から組織像の

意義づけを試みた。

〔方法ならびに成績〕

大阪大学病理学教室に於ける白血病ならびにその類縁疾患69例，内急性骨髄性白血病 (AML) 17 , 

急性リンパ性白血病 (ALL) 10，慢性骨髄性白血病 (CML) 8 ，側白血芽細胞性白血病 (PL) 2 , 

慢性リンパ性白血病 (CLL) 4 ，単球性白血病 (MOL) 8 , リンパ肉腫 (LS) 8 ，細網肉腫 (RS)

8 ，ホジキン病 (Hd) 3 ，類白血病反応 (LR) 1 , についてその両腎を一方は表面に垂直方向 5 ケ

所，他方は平行に 3 ケ所を夫々腎孟を含む切片及び腎門組織の切片を作成し同時に腎門又は后腹膜リ

ンパ節のへマトキシリンエオジン染色標本に就き 100~方眼マイクロメーターを用いて組織統計学的検

索を行なった。殊に白血病浸潤が主として血管周囲結合織に強いことより血管種類別に腎組織構造を

区別し夫々の浸潤度からそれらの聞の有意差を検討した。その結果① AML では腎門及び腎孟葉間

動脈周囲部に高く次いで弓状動脈部，小葉間動脈部，糸球体周囲とこの順に低く，髄質は最も低い浸

潤度を示した。 ALL では腎門，腎孟葉間動脈部，弓状動脈部で高く小葉間動脈部と糸球体周囲とが

互に差なくこれに次ぎ，髄質で最も低いo MOL は腎門及び葉間動脈部で最も高く， 弓状動脈及び、小

葉間動脈部が乙れに次ぎ糸球体周囲及び髄質で最も低い。 CLL では腎門から弓状動脈部， 糸球体周

囲，髄質よりも高い。 LS では腎門より小葉間動脈部に至る迄隣接組織構造問で段階的減少を示し髄

質に於て最も低い。 RS では組織構造聞に差はなかった。②腎浸潤度の左右差は各病種で有意のもの

q
u
 

円
4



を認めない。白血病の種類の聞では症例による変動を超えて腎浸潤度の差がみられ LS 及び LL 例

に強く，次いで RS， AML で， CML には殆んどみられなかったD 尚血管内に白血病細胞の存在する

率は， AML, MOL に於て殊に高率で， LS に於ても少数認められた。③后腹膜リンパ節と腎浸潤と

の関係について LS， AML, ALL, MOL の例で腎動脈分岐部の后腹膜リンパ節及び腎門部血管リンパ

管組織を連続切片ならびに肉眼的に検索した結果， LS 例に於てはリンパ節周囲浸潤が腎門血管周囲

結合織を経て腎孟の血管周囲結合織又は被膜へ連続的に浸潤する像が認められた。これに対し各種白

血病例及び LS の内でリンパ節周辺組織への浸潤が軽度の例に於ては腎孟組織の浸潤との聞には罪離

があり浸潤の連続性は否定されるが完全に腫蕩化したリンパ節の輸入リンパ管に於ては白血病細胞の

栓塞があり，これらは逆行性のリンパ行性転移の可能性も推測される。又腎静脈及びその分岐の壁の

白血病細胞浸潤が多くの例で認められた口又全身リンパ節の腫大を計測して図示すれば LS 例では一

般に后腹膜に塊状腫癌を来しこれらは腎への連続性浸潤を来すが白血病では同様の部位差は認められ

るけれども LS の如き顕著なものをみなかった。④腎重量の各年令正常値に対する比と腎浸潤度との

相関は有意でなく，又死亡前末梢血中白血球数と腎浸潤度の聞にも相関を認めなかった口年令別には

5 才以下の ALL ならびに LS では腎浸潤度の強いものが極めて高率にみられ，又 ALL では年令の

低いもの程浸潤度の強い傾向がみられた口尚尿沈誼に白血球多数であった症例で組織学的にも尿細管

内に白血病細胞のみられた例が AML に 1 例ありその他病理組織的にのみ尿細管にみられたものに

AML 1 例， CML に 1 例あったD

〔総括〕

(1)腎の白血病浸潤は LS 及び ALL に最も高度で次いで CLL， MOL，更に AML に於て低いこと

が推計学的に確かめられ CML では浸潤は極めて軽度であった。腎の白血病浸潤は一般に腎円ならび

に腎孟に強く弓状動脈部，小葉間動脈部，糸球体周囲の順に減少し所謂浸潤傾斜を示す事も確かめら

れた口又浸潤は一般に髄質に於て最も低い。 (2) LS では后腹膜の塊状腫癌から疎性結合織を経て腎

孟血管周囲より更に実質内に入り糸球体周囲部淋巴間隙に連続性に浸潤するものと考える。白血病例

では不連続な血行性転移の他に数例ではリンパ行性の逆行性転移が認められた口 (3)年令的に ALL 及

び LS は 5 才以下の乳幼児に於ては腎浸潤が極めて高度のものが多く， ALL は若年者高度である。

(4)腎重量の各年令正常値に対する比と腎浸潤度とは必ずしも相関しない口

論文の審査の結果要旨

年来全身諸臓器に於ける白血病浸潤を組織統計学的方法を用いて客観的に観察し浸潤態度を考察し

来ったが今回著者は従来単なる叙述的観察のみに止められていた腎の白血病浸潤を組織構造の別に従

い所謂浸潤度を計測し客観的浸潤態度を追求し病型による浸潤特性を見出し且つ全身殊に後腹膜リン

パ節との関連を明らかにして浸潤形式乃至転移性格を検証した。
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